
水湿地に生える一年草。茎は弱く、下部は地をはって根を出し、多くの枝をわけ、上部は直立し、高さ20-

40cm。葉はほぼ無柄で、長披針形、両端は細まり、長さ2-6cm。花期は9-11月。総状花序はまばらで細長

く、線形、長さ1-3cm。萼は5深裂し、紅色で、長さ約1.5mm。

2010年版ではBランクからCランクに変更したが、自生

地が減少しているため、2020年版でCランクからBラン
クに変更した。

－

B

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

加古川市、西脇市、三木市、小野市、加西市、加東市、姫路
市、福崎町、丹波市

■ 国内分布

本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

タデ科

兵庫県ランク…ヌカボタデ
環境省ランク… VUPersicaria  taquetii  (H.Lév.) Koidz.


